
「木の家づくりから“林業再生”を考える委員会」

木の“出口戦略”

マンション改修に木を多用した事例報告シ 改修 木を多用 事例報告

小池一三（町の工務店ネット代表）

住宅ストックの概要
１９７１～１９８０
Ｓ４６～５５ ８９７万戸（１８．１％）

１９８１（新耐震）～１９９０年
Ｓ５６～Ｈ２ ９９６万戸（２０．１％）

１９９１～２０００（品確法～）
Ｈ３～１２ １１５８万戸（２３．４％）

２００１～２００８（長期優良住宅～）
Ｈ１３～２０ ８６２万戸（１７．４％）

耐震改修を必要とする住宅＝約８００万戸
改修期をむかえた住宅＝約２４００万戸
（老朽化・災害・事故等による建築減衰を２０年と見込み・＋αとして算出）（老朽化・災害・事故等による建築減衰を２０年と見込み・＋αとして算出）
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戸建と共同住宅の割合戸建と共同住宅の割合

戸建 ２７４５万戸（５５．３％） 秋田（82.4％） 福井県（80.3％） 富山県（78.8％） 山形県（78.1％）

共同 ２０６８万戸（４１．７％） 東京都(67.7%) 神奈川県(54.9%) 大阪府(54.1%) 沖縄県（44.3％ ）

所有形態（例／横浜市で見た場合）
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戸建住宅で進むスケルトン＆インフィル（内装）
スケルトンは、材の乾燥と強度が要求される。
インフィルは、自然素材（木・土・紙など）の多用化が進んでいる。
既存改修では、木を床・壁材として用いる例が増えている。

マンションの多くはＲＣ構造
インフィルは、ビニールクロスで覆われているものが多い。
改修にあたっても、戸建に見られる木の利用はあまり進んでいない。

そこでマンション改修に、木の素材を用いる事例を生んだ。そこでマンション改修に、木の素材を用いる事例を生んだ。
対象とした住宅＝東京と大阪の、築後３０年の中古マンション

デザインの方向デザインの方向
現代生活にマッチしたスタイリング。
テーマは、デザインを資源にして、
素材が人に近づく、人が素材に近づくマンション改修

事例１＝

大阪 を大阪のマンションを、
（中古１０００万円）
吉野杉を用いてインフィル改修
事業体事業体
吉野の森コンソーシアム

国交省 平成２２年度
「地域木造住宅市場活性化推進事業」「地域木造住宅市場活性化推進事業」

設計
益子義弘
東京藝 学 誉教（東京藝術大学名誉教授）

河合俊和
（建築家）
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大阪市内のマンション改修
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吉野の現状
「本格和風 が減り 「役物 林業 衰退「本格和風」が減り、「役物」林業の衰退。
天井材や床柱などに使う銘木が売れなった。
１本１０００万円した２５０年物の吉野材が１００万円に。
山が深く 材も豊富な吉野でさえ山が深く、材も豊富な吉野でさえ・・・。

プロジェクトがやったことプロジェクトがやったこと
① 設計＝現代人の生活感覚に合った木の使い方

エレメントの分析
エレメントの分類エレメントの分類

② 製品化＝「半製品」という視点 （樽丸林業のように）
格子・障子・襖・天井材・フラッシュドア・扉

③ 高級婦人雑誌にも耐えられる表現レベル③ 高級婦人雑誌にも耐えられる表現レベル
④ 吉野の山と、材の魅力を伝えるパンフ
⑤ 多間伐・長伐期材活用マニュアル
⑥ シンポジウムの開催⑥ シンポジウ の開催

事例１＝

事業体 茨城県南木造住宅センタ 設計 趙海光

東京のマンションを、 （築後３０年） 八溝檜を用いてインフィル改修

事業体 茨城県南木造住宅センター 設計 趙海光
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建築時（１９８２年） 街路樹もなかった

改修時（２０１１年）

東京都内のマンション改修
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ルイス・カーンの
フィッシャー邸東京都内のマンション改修／玄関から
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使用量／㎥
檜ラミナー材 ３．０６１５㎥
床材 １ ３４０３４㎥床材 １，３４０３４㎥
壁材 １．５４０８㎥
枠・見切り材他 ０．３２８１㎥
合計 ６ ２７０７㎥合計 ６．２７０７㎥

いばらき・八溝ひのき林

多間伐による目標林型林業 計画表（町の計画を合わせて考える）
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デザインのポイント

１．八溝ヒノキ厚板が持つ物理特性を素直に表現する
２．マンションの多くはＲＣ構造＝にも馴染むデザイン
３ コンクリート ガラスと「同化」させず「異化」させる３．コンクリ ト、ガラスと「同化」させず「異化」させる
４．現代生活にマッチしたスタイリングを感じさせる
５．厚板を構造化しないで自立させる
６ アジャスター（調整）機能を持たせる６．アジャスタ （調整）機能を持たせる
７．そこにある材料でつくるブリコラージュ（器用仕事）

ものづくりの留意点
１．山は半製品を生む
２．町の工務店は、取り付け・仕上げる
３．３０年後に再利用できる

（使い回せる家宝の一つになる）
４．運搬を考え、長さは２ｍ
５．設計マニュアルを整備し、キット化をはかれば輸出製品にもなる

木の“出口戦略”
マンション改修に木を多用するために

生活と家族の変化の変容＝可変可能なインフィル展開生活と家族の変化の変容＝可変可能なインフィル展開

スケルトンは長寿命のもの、インフィルは短寿命のものという見方。
このためインフィル材は安直になりがちこのためインフィル材は安直になりがち。

柱・梁・土台など、構造材としての研究は進んでいるが、
内装（インフィル）材としての内装（インフィル）材としての
木の有効性は森林総研（つくば）でも、
これからのテーマだといわれた。

●木材の調湿性能
木が、調湿性能が優れているといわれているが、
調湿建材にはならない。調湿建材の試験周期が２４時間で、
木材はそんな急激に水分の変化は起こらず、
もっと緩やかに週～月単位、季節単位で変化する。

調査・分析・研究・試作・部品化など、取り組むべき課題は多い。
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